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８月19日（水）に近畿大会出場を決めた内原
VBCが町長を表敬訪問しました。
選手たちは「自分たちの力を精一杯出して、

一勝を目指して頑張りたい」など一人ひとり
意気込みや得意なことを述べ、町長は「初め
てで緊張するかもしれないが、練習の成果を
十分出して、のびのびとプレーしてきてほし
い」と激励の言葉を送りました。

近畿大会出場
－内原VBC－

過ぎゆく夏に思いを馳せて
－納涼夏祭り－

ピックルボールを身近に
中学校へ道具を寄贈

８月23日（日）、産湯海水浴場駐車場で、第８回納涼
夏祭り（主催：日高町商工会青年部、協力：日高町地域
振興（株））が開催されました。
会場には、射的やスーパーボールすくい、フランク
フルト等、たくさんの店が並び、多くの人でにぎわい
ました。浴衣姿の子どもたちも見られ、家族や友人と
祭りを楽しむ笑顔があふれていました。祭りの最後に
は、砂浜から花火が打ち上げられ、夜空を鮮やかに彩
りました。

８月27日（木）、日高町でピックルボー
ルを通じた地域活性化に取り組む日高町の
サークル「HIDAKA Pickey’s」の共同代表
である湯川洋さんと川﨑裕介さんが、日高
中学校へテニスでいうラケットにあたるパ
ドル等の競技用具一式を寄贈しました。
湯川共同代表は「スポーツが苦手な人で

も、誰でもできるスポーツ。まずは楽しんで
もらいたい」と話しました。上野山校長は「生
徒たちにはいろんなことに取り組ませたい。
涼しくなってきたら授業等でも導入してい
きたい」と話していました。
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